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お客様用

取扱書室内カーテンセット

ＴＴＹ００９５A

このたびはトヨタ純正室内カーテンセットをお買い上げいただき、ありがとう

ございました。

ご使用前に必ずこの取扱書をお読みいただき、記載された内容に従って正しく

お使いください。

本書は紛失しないように車の中に保管してください。

なお、本品を他のお客様にお譲りになる時は必ず本書も併せてお渡しください。

！ 注意

・車両走行時には必ずカーテンを開け、後方視界を確保してください。
　後方視界が悪いまま走行すると運転の妨げになり、思わぬ事故の原因となり
  危険です。

・カーテン生地を無理に引っ張ったり、ぶらさがったりしないでください。
  カーテンレール及びカーテン生地が破損するおそれがあります。

・カーテン生地取り外しの際は、生地のボタン付近を持って生地をめくる様に
　して取り外して下さい。無理に取り外しを行うと、製品の破損につながる
　おそれがあります。

・バックドアを閉める際はレール及び生地を持って閉めないでください。
  カーテンレールが破損するおそれがあります。

この取扱書では安全にご使用いただくため、特にお守りいただきたいことを
次のマークで表示しています。

          より安全、快適にご使用いただく上で知っておいて
          いただきたいことを記載しています。

！           注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、
          車を損傷するなどのおそれがあります。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ･･･

注意・・・

・ドアを閉める際には、タッセル及びスライドドア部カーテン生地を
 挟み込まないように注意してください。生地が汚れたり、破損の原因となります。

・カーテンを使用しない際は、必ずタッセルをとめてください。バックドアを
　閉める際には、タッセル及びカーテン生地の挟み込みがないことを必ず
　確認してください。生地が挟み込んでしまうと生地の汚れや破損、水の浸入
　などの原因となる可能性があります。

・スライドドアを開ける際は、必ずカーテンをタッセルで束ねた状態で行って
　ください。カーテンを閉じた状態でスライドドアを開けると、カーテン生地及び
　マジックテープの破損の原因となる可能性があります。
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《カーテン生地》
　(例:スライドドア部カーテン 右側)　

・カーテン生地に縫いつけられている洗濯表示ラベルに従って洗濯をしてください。
・洗濯の際にはマジックテープ部を、あて布等で覆ってください。
・カーテン生地を取り外した後、再装着する場合は下記の取付位置図を参考にし、
 各カーテン生地に縫いつけられているパーツ表示ラベルと同様の位置へ取り
 付けてください。

(例)Ｌパーツラベル
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(例:バックドア部カーテン)　

バックドア部・スライドドア部・クォーター部共通　

タッセル

・カーテンを使用しない際は、必ずタッセルをとめてください。
・スライドドアやバックドアを閉める際には、タッセル及びカーテン生地の挟み込みが
　ないことを必ず確認してください。生地が挟み込んでしまうと生地の汚れや破損、
　水の浸入などの原因となる可能性があります。

！ 挟み込み注意

タッセル
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エンドキャップの復元は、取り外し方と逆の手順で行ってください。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

《レール》

エンドキャップ

皿タッピング（Ｍ3×10）

レール

蓋

(エンドキャップ本体と一体）

＜概要＞

＜エンドキャップの取り外し方＞

①エンドキャップの蓋を精密ドライバー等の先端が細いものを使用し
　開けます。
②皿タッピング（Ｍ3×10）をはずし、エンドキャップを取り外します。
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《セパレーターカーテン取り扱い方》
＜カーテン生地の取り付け＞

①カーテン生地上部に付いて
　いるゴム輪(2ヶ所)を天井に
　付けたフック(2ヶ所)に引っ
　掛けてください。
②生地のホックを車両側の
　ホックに取り付けます。

【助手席側】 【運転席側】

ゴム輪

Ｆｒ
Ｆｒ

Ｆｒ Ｆｒ

ａ.車両後方側から前方へゴム輪をフックに引っ掛ける。
ｂ.ゴム輪を交差させ、車両前方側から後方側へ戻し、
　 溝に落とす。

交差させる

ホック

！ 注意

生地を無理に引っ張らないで
ください。天井が変形するおそ
れがあります。

セパレーターカーテン収納袋
①生地のホックを車両側から
  取り外します。
②生地上部に付いている
　ゴム輪をフックから取り
　外します。
③外した生地を折りたたみ、
  収納袋に納めます。

＜カーテン生地の外し方＞

フック

マジック
テープ

後席ディスプレイ使用時、
カーテン生地はディスプレイ
前方側でとめて使用してくだ
さい。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
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《スライドドア部カーテン取り扱い方》

①生地のホックを車両側のホックに
　取り付けます。

＜カーテンの閉め方＞

＜カーテンの開け方＞

①車両前側ホック(2ヶ所)と車両側
  シェードフックのマジックテープ
　(2ヶ所)を外します。
②①で外したホック(2ヶ所)を車両
　後方側のホックに取り付けます。
③生地を束ねてタッセルでとめて
　ください。

②生地に縫い付けてあるマジックテープを
　シェードフックのマジックテープ(2ヶ所)
　へ合わせます。

Ｆｒ

ホック

ホック

ホック

ホック

Ｆｒ

合わせる
合わせる

合わせる

合わせる

タッセル

タッセル

マジック
テープ

マジック
テープ
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《クォーター部カーテンの取り扱い方》

①生地のホックを車両側のホックに
　取り付けます。

①ホックを外します。
②生地を束ねてタッセルでとめて
　ください。

＜カーテンの閉め方＞

＜カーテンの開け方＞

ホック

ホック

Ｆｒ

Ｆｒ

ホック

ホック

《バックドアカーテンの取り扱い方》

①生地に縫いつけてあるマジックテープ
  同士を合わせ、ハイマウントカバーの
　マジックテープにとめてください。

＜カーテンの閉め方＞

①生地に縫いつけてあるマジックテープ
  同士とハイマウントカバーのマジック
　テープをはがします。
②生地を束ねてタッセルでとめてください。

＜カーテンの開け方＞

合わせる

合わせる
マジックテープ

タッセル

カーテンを使用しない際は、必ずタッセル
をとめてください。生地に縫いつけられて
いるマジックテープをバックドアフレームに
取り付けられているマジックテープに位置
を合わせてとめてください。
バックドアを閉める際には、タッセル及び
カーテン生地の挟み込みがないことを必
ず確認してください。生地が挟み込んで
しまうと生地の汚れや破損、水の浸入など
の原因となる可能性があります。

！ 注意！ 挟み込み注意

タッセル
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